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現在の取り組み

現在は、高知大学国際・地域連携センターで生涯学習部門を担当
　　公開講座の実施および、ｅラーニングも含めた新たな地域教育の仕組みを研究している。

　NPO支援環境の整備とNPO評価
　　ベンチャー支援組織（NPO）を形成しネットワークさせることで、新たなビジネスの創造・起業支援にも取

り組んでいる。また、NPOファンドの運営・管理をしている（こうちNPO地域社会づくりファンド）。

　

　SOHO・テレワーク環境の整備
　　新たなワークスタイルである、SOHO・テレワークの環境整備についても取り組んでいる。

地域情報学
　　地域情報学では、情報化のあり方を「地域」という視点で捉えなおし、地域が自立する為にITを如何に活

用すれば良いのかについて研究している。

　　地域の中で、知の伝達（コミュニケーション）や共有（コミュニティの形成）をスムーズに行い、新たな
知のネットワークを形成するにはどのような基盤（前提）が必要なのか、要は、如何に地域での知的能力
とコミュニケーション能力を高め自律的な地域を形成するか（地域の自立）がテーマである。

情報社会学
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地域を活性させる上で

重要なポイント

1つは、「地域情報化の推進」
　言い換えればICT環境の整備と利活用の促進

　　中でも、教育の情報化（教育現場でのネットワーク活用）

　　　　　　　　学校教育、社会教育（生涯学習など）

　　　　　　医療の情報化　　　　　　　が重要

2つは、「生活の質に対しての意識変革（QOL）」

3つは、「新たなコミュニティの形成」
　その前提として議論の場を形成すること（協議会やNPOなど）

　コミュニケーション力の向上
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「生活の質」と「地域情報化」

地域情報化を進めていく上でのキーワードは、

　　　　　　「クオリティ・オブ・ライフ」である。

ICTを活用して、如何に生活の質を高めていくかが、これからの課題であ
る。

　「地域情報化」と言われて10年近い歳月が経過した。この間、四国に

おける情報インフラの整備も、まだまだ十分とはいえないにしても着実
に進んできている。現在、日本は少子・高齢化や環境問題など、さまざ
まな要因によって社会構造や社会システムも変化し、地域コミュニティ
のあり方、ビジネスのあり方も大きく変わろうとしている。「情報社会」
という新たな社会をむかえ、これからの地域社会を造っていくには、地
域に暮らしている人々が、自ら社会の動きに関心をもち、自ら地域を設
計して、自ら新たな地域づくりをおこなうことが重要となる。その為に、
「情報技術」（ICT）を如何に活用していくかが今後の課題である。
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コミュニケーション力の向上

地域の活性化を進める上で一番重要なことは、地域に暮らして
いる人々のコミュニケーション力を如何に高めるかである。

さらには、地域内だけではなく他地域とのコミュニケーション
力を高めることが重要である。

コミュニケーション力とは、自分の気持ちや考えを、的確な
表現と分量で伝えることのできる能力。相手の意図や意識を読
み解く能力である。そのような能力を育成することが、結果的
に地域の活性化に繋がる。

ICTの利活用を進めるにも、まずは地域内でのコミュニケーショ
ン力を向上させることである。
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地域情報化の現状と課題

地域情報化の現状
　・地域における情報インフラの不均衡な整備

　・インフラ整備が先行、ソフト面（活用面）の立ち後れ

　　　　　　インフラ整備＝情報化　ではない　→　ＩＣＴを如何に活用するか（リテラシー）

地域情報化の課題
　・知識の生成能力を如何に高めるか（育成・教育　育む環境）

　・人にやさしい情報化の推進（使い易さ）

　・地域の魅力を向上させる情報化（情報蓄積＝データベース化と情報発信）

　・情報化を基盤として、自律（自立）的な経済圏を形成（電子自治体）

　・外向きの情報化戦略ではなく、地域の内部に目をむけた情報化戦略の強化
　・地域内での自発的な動きが必要

　　　　例）

　　　　　まちづくり

　　　　　産業育成　地場産業の見直しによるクラスター（新たな形態の）形成

　　　　　　　　　　＝　新たなネットワークの形成

　　　　　生産物の循環する仕組み（地産地消など）

　　　　　　　　　　物流＝ネットワーク＝トレーサビリティなど

　　　　　ＣＡＮ＝コミュニティ・エリア・ネットワーク

　　　　　知的クラスターの形成　　　など

　・柔軟な組織形成

　　　　　ネットワーク（連携）を促進させる上で情報化（ＩＣＴ）は非常に有効な手段

　　　　　課題は、ネットワークを活用できる人材　＆　人脈（ヒューマン・ネットワーク）

　　　　　　　「人材」とは、自分の役割を認識し自ら行動できる人
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思考の前提

情報化以前に考慮すべきこと
　　幾ら情報通信技術（ＩＴ）が発達しても、「人＝人間」の思考能力に発展がなけれれば地域の活性化には

進まない。　　「知識の生成能力」を如何に高めるか　が最大の課題

　見ることは、考えることである

　考えることは、構想することである（構築）

　　セザンヌ

　　コンピュータ処理は、精神の「データ処理」（作業）であって、精神が思考している処理ではない。注意
深い努力がなければ、単なるデータ処理にすぎない。機械が情報を処理しているときにやっていることと、
精神が思考しているときにやっていることとのあいだには大きな違いがある。重要な事は、精神の思考で
ある。

参考　Ｔ・ローザック『コンピュータの神話学』

http://home.hiroshima-u.ac.jp/nkaoru/Cult.html

http://www.hi-net.zaq.ne.jp/buakf907/bun002.htm



平成18年6月30日 ＪＧＮⅡワークショップ 11

思考の前提

　「まるで、アントーニウスが今まで長々と語ってきた事柄そのものには何かの学
術があるみたいだね。しかし、それは、本人も言ったように、弁論で有効なさ
まざまな事柄のある種の実践的規則にすぎないのだよ。それが雄弁家を創り出
せるというのなら、雄弁家でない人など、どこにいるだろう。というのも、そ
うした実践的規則を、あるいは容易に、あるいは何らかの方法で修得できない
人など一人もいないだろうからだ。しかし、思うに、そうした規則に含まれて
いる意義とか有益性といったものはじつはこういう点にあるのではないか、つ
まり、われわれは　学術に導かれて何を語るべきかを発見するに至るというこ
とではなく、われわれが天性によって達成するもの、研鑽によって達成するも
の、実践によって達成するものが正しいものであるとわれわれが確信したり、
間違ったものであると理解したりするのは、それと比較して、判断ができる基
準が何であるかをわれわれが学んだときに初めて可能となる。

　　キケロー著『弁論家について』岩波文庫　下巻　10ページ

「およそ語られうることは明晰に語られうる。

そして、論じえないことについては、人は沈黙せねばならない」

ウィトゲンシュタイン著『論理哲学論考』岩波文庫　序文
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地域情報化の目標・目的

「地域情報化」は、情報通信インフラが整備されることや、インターネッ
トやパソコンの普及ではない。

「地域情報化」は、ICTという手段を活用することで、対象となる地域
において

１．豊かさの基本にある「生活の質」（クオリティー・オブ・ライ

　　フ、QoL）が、さらに高まっていくこと（QoLの向上）

２．その地域に既存の産業や（公的な）事業が効率化、あるいはまた、

　　高度化されること（産業・事業の効率化・高度化）

３．これまで存在しなかった新たな産業の創出やサービスの提供が可

　　能となること（新産業・サービスの創出）

以上の３つがその目標であり目的である。
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愛媛ＺＩＴ

平成16年9月、ネットワーク上で議論す
る場（プラットフォーム）として「愛媛
ZIT」というメーリングリストを立ち上
げた。「愛媛ZIT」のZIT（ジット）とは、
「ジゲおこしインターネット協議会」の
略称である。ZITの本家本元である鳥取
県では、「ジゲ」は「地域」を意味して
いる。鳥取県のZITは、インターネット
の持つ無限の可能性を信じ、これを鳥取
県への観光客誘致・催事の告知をはじめ、
「ジゲ(地域)おこし」の広報・コミュニ
ケーションに活用できないかを摸索する
ことを主な目的とした活動である。

地域情報学月例研究会
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四国の中山間が元気に

情報化によって生活の質を向上させるためには、情報化で具体的に何が
出来るかを考えていくことが非常に重要である。従来の地域情報化は、
情報通信環境を整備すること自体にその目的があったように感じるが、
これからは地域情報化の本当の目的を見つけだして、有効なものから一
つ一つ実現していくことが地域の活性化に繋がると考えている。

　最近、四国の中山間が非常に元気になってきている。葉っぱビジネス
で有名な徳島県上勝町は、平成18年3月に、FTTHを実現している。また、
愛媛県と県境を接する高知県仁淀川町でも、ADSLが使えるようになって
いる。仁淀川町の「しもなの郷」（廃校を活用した宿泊施設）では、無
線ＬＡＮのフリースポットもある。

今後、中山間（田舎）においてテレワークを推進することは、地域の活
性化にも大きなメリットとなる。上勝町では、単に廃校の活用だけでな
く、一歩進んで新たな住環境の整備（住宅整備）もおこなっているが、
ブロードバンドと新しい住宅は、テレワークにとって大きな要素である
とともに、ＩＪＵ（移住）ターンを促進させ地域を活性化させる為にも
大きな要素になると考えている。
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クオリティ・オブ・ライフの実現

　四国は自然が豊で、気候風土も素晴らし地域である。山海の幸も豊富で、連
なる山々の緑や、青い海を眺めながら暮らしていると、何ともいえない幸福感
を感じる。週末には、瀬戸内海に浮かぶ「しまなみ」の島々に出かけて温泉に
入りながら瀬戸内海に沈む夕日を眺める。そして、夜は島の人々と一緒に瀬戸
内の幸を楽しみながら島の歴史や文化について語り合う。
　また、ときには四国の山中に入って、自然の中にある食材で天麩羅をつくり、
満天の星を眺めながら山の人々と一緒に田舎の良さを語り合う。
そこには、何とも言えない時間の流れと幸福感がある。気がつけば、暮らしの
中には素晴らしい資源がたくさんある。豊かな自然の中で仕事をし、そして人
生をおくるには、四国は本当に素晴らしい地域であるとつくづく感じる。最近
ではブロードバンド環境も整備され、山間部においても高速なネットワークが
使えるようになってきたところもある。まさに、何処にいても仕事ができる時
代、テレワーク・テレライフの時代である。
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高知県仁淀川町（旧吾川村）
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